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で［湊2011,第 3～第 5 章］，電力消費事情が大き
く変化をし始め，それと連動して嘉南大圳事業も変
貌を遂げていくからである。さらにこうした動きは，
戦後の復興期とそれ以降の動きとも関連をもつこと
となる。したがって，こうした動きが台湾産業や台
湾社会にもった意味は何なのか，といった究明なく
して，果たして著者がいう「植民地的開発」や「帝
国の遺産」との対話が可能なのか否か，といった問
題が残されていよう。
本書を読んだ第一印象は，壮大な計画のもと，雄
大な課題に取り組んでいこうという著者の意欲的な
姿勢であった。そして確かに荒削りではあるが，
真っ向から勝負しようとする著者の姿勢には共感す
るものが多い。本書を出発点に更なる課題の究明を
推し進めれば，「植民地開発」の内実という大きな
課題にたどり着ける可能性は大きいと思う。著者の
今後の一層の研鑽に期待して書評を閉めたい。
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